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事前に50名の参加申し込みをいただいていましたが、当日は尾鷲市市役所など
35機関の接続と5名のオンライン参加がありました。梅川東紀州サテライト長と
下村尾鷲市副市長（三鬼政策調整課長が代読）の開会挨拶で始まり、松村東紀州産
業振興学舎長からこれまでの地域連携事業の取組紹介、農林水産業の振興に関わる
４報告と東紀州サテライトにおける学生参加プロジェクトの実施報告がありました。
その後総合討論を行い、奥村生物資源学研究科長の閉会挨拶で終了しました。

本報告会は熊野古道センターでの開催を予定しておりましたが、台風14号の接近
により、急遽三重大学からオンラインでの開催に変更しました。前日に接続テスト
も行いましたが、当日に接続トラブルが発生、30分遅れての開催となりました。

梅川サテライト長の挨拶

各プロジェクトの報告者は生物資源学部から栗谷、
中井、渕上、岡﨑各教員と東紀州サテライトの山本
研究員でした。尾鷲ヒノキの優れた品質に温室効果
ガスの排出量が少ないという付加価値のアピールや、
県内林産物を活用した新ビジネスの提案、海ブドウ
の養殖から新しい特産品の開発可能性の指摘など、
地域資源の今後の活用や新産業創出、雇用の増加な
ど、地域の活性化についても期待される報告でした。

オンライン配信中の画面

生物資源学部を中心として実施した農林水産業に関する事業報告

岡﨑准教授の報告画面

産業振興学舎地域連携事業報告会が
オンラインで開催されました！！

１０月９日（金）にオンライン開催されました三重大学東紀州サテライト
東紀州産業振興学舎地域連携事業報告会のオンデマンド配信を年末まで限定公開致します。
当日ご参加いただけなかった皆様も、もう一度視聴したい皆様もぜひ、ご覧ください。

http://www.rscn.mie-u.ac.jp/（三重大学地域拠点サテライトホームページから）



三重大学東紀州サテライト東紀州産業振興学舎メンバー

東紀州サテライト東紀州産業振興学舎長 松村直人
東紀州サテライト研究員 山本康介
東紀州サテライト産学官連携アドバイザー 栗藤和治、山本浩和

<問い合わせ先＞

三重大学大学院生物資源学研究科総務担当
〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577
Tel：059-231-9622 Fax：059-231-9634
HP：http://www.rscn.mie-u.ac.jp/higashikishu/

昨年度は教育学舎と合同で熊野市にて東紀州サテライトフォーラムを開催しましたが、今年度は新型
コロナウィルスの感染拡大防止もあり、オンデマンド形式での開催を企画しています。そのための活動
紹介ビデオの撮影やミニ講義の動画の準備が進行中です。

秋晴れの青空の下、紀北町の速水林業さんのヒノキ
林調査や大田賀山林事務所でのインビュー撮影を行い
ました。100年生の高齢ヒノキ林を少し残して伐採し、
跡地に新規に植林しているところです。100年先には
立派なヒノキ林に成長し、残されたヒノキも200年の
高齢木になります。世界水準のFSC森林認証を取得し、
環境に配慮しつつも低コストな林業を目指し、ヒノキ
オイルなどの新製品開発や林業塾を主催するなどいろ
いろな挑戦を行う速水 亨代表のインタビューは大変
楽しい時間でした。

昨今の新型コロナウイルス感染症の状況を鑑

み、入場制限やオンライン参加をお願いする可
能性もあります。詳細は、参加申し込み者にご
連絡致します。

東紀州産業振興学舎サテライトセミナー

★申込：三重大学大学院生物資源学研究科チーム(担当：羽津本)
TEL  ：059-231-9502 MAIL ：renkei@bio.mie-u.ac.jp

★参加費：500円

三重大学東紀州サテライト

★日時：2020年11月24日(火) 18：00～（開場17：30～）
★場所：東紀州産業振興学舎（天満荘）

産業振興学舎にて、一般公開セミナー
「よるしゃべ」を7月14日に実施しまし
た。ゲストスピーカーとして国土交通省
熊野維持出張所の阪井宣行所長を招き、
道路のありかたをテーマにお話しいただ
きました。今回のよるしゃべは、新型コ
ロナウイルス対策として、現地の参加人
数をこれまでの半分以下となる１０名に
限定しZoomによるオンライン参加も募
りました。当日はオンライン参加が７名
で地域住民ら５名の他、本学学生２名で
した。

■ご挨拶 芝山 有朋（尾鷲市水産農林課長）

■ICTを活用したスマート林業構想

（生物資源学研究科・学舎長 松村直人）

■森林調査へのドローンの活用について

（生物資源学研究科・修士２年 吉井達樹）

よるしゃべ報告

東紀州サテライトにおける活動紹介ビデオ作成中！

ICTを活用した林業活性化構想について（第3回）


